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　2021年10月31日から11月12日まで、英国グラス
ゴーでCOP26が開催されます。COPは、締約国会議を
意味します。昨今話題となっている気候変動に関する
COPは、1995年からほぼ毎年開催されている気候変動
枠組み条約の締結国会議であり、その26回目にあたる
COP26には、条約に加盟する197か国が参加します。
1997年に開催されたCOP3では、先進国に温室効果ガ
ス排出削減を義務づけた京都議定書が採択されました。
また、2015年に開催されたCOP21では、京都議定書に
代わるパリ協定をまとめ、世界の平均気温上昇を産業革
命前と比べて1.5℃に抑えるよう努力することで合意しま
した（資料１）。2019年に開催されたCOP25では、環境活
動家のグレタ・トゥンベリ氏が出席し、話題になりました。

　COP26では、世界的なCO2排出削減の目標や手段等、
パリ協定の具体的な実施ルールについて合意を目指しま
す。世界全体がまとまり、実効性のある国際ルールを策定
できるかが焦点となります。COP25では、排出削減量の計
上方法について一部の新興国と先進国との間で意見が分
かれ、交渉の妥結に至りませんでした。COPの議決は全会
一致が原則ということもあり、取り纏めに向けては、
COP26の議長国であるイギリスのリーダーシップが問わ
れます。
　近年、経済成長が続く新興国を中心にCO2排出量が増
加しています（資料２）。世界のCO2削減に向けては新興国
の協力が不可欠であるため、取り纏め役である議長国の他
にも、新興国を枠組みに巻き込む「旗振り役」が必要となり
ます。アジアの新興国に対しては、ASEANが信頼を寄せる
日本がその役割を果たしうるといえます（資料３）。COP26
は、2020年10月の2050年カーボン・ニュートラル宣言以
降初の会合であり、日本の言動が注目されるなか、国際的
なリーダーシップを発揮することが期待されます。
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資料1 気候変動枠組み交渉の経緯

(出所)外務省「パリ協定－歴史的合意に至るまでの道のり」より第一生命経済研究所作成
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1992 年 気候変動枠組み条約が採択

1994 年 気候変動枠組み条約が発効

1997 年 COP3（京都）にて、京都議定書が採択

2005 年 京都議定書が発効

2015 年 COP21（パリ）にて、パリ協定が採択

2016 年 パリ協定が発効

資料2 気候変動枠組み条約締結国の排出量推移

(注)条約における附属書１国を「先進国」、非附属書１国を「新興国」とした。
(出所)�IEA, CO2 Emissions from Fuel Combustion Highlightsより第一生命経済研究

所作成

資料3 ASEANの各国・地域への信頼度

(注)�ASEAN加盟国の学界・研究機関、産業界、政府機関、市民団体、国際機関等に対して
ISEASユソフ・イサーク研究所が2020～2021年に実施。回答数は1,032。

(出所)�経済産業省「ポストコロナを見据えた日ASEAN協力の深化」より第一生命経済研究
所作成
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